







On the Reproduction and Diffusion of Grob’s “Pestalozzi and Orphans in Stans”:
Or the Role of Visual Media in Educational Movement
Yasushi Maruyama
　　 Konrad Grob’s painting, “Pestalozzi and Orphans in Stans,” has been accepted in Japan as a typical 
visual image of Pestalozzi.　This paper illustrates how this painting came to and spread out there: 
Chronologically, Grob painted in 1879 and Basel Public Museum purchased it in the same year; in Munich 
Shigenao Konishi, a Professor of Kyoto Imperial University, obtained a smaller black-and-white 
reproduction of it, which was used to make various copies after his return in 1905; In Basel Arata Osada, a 
Professor of Hiroshima High Normal School, brought with him in 1929 six pieces of colored reproduction 
made in Vienna in 1927, the centennial anniversary of Pestalozzi’s death; and Kuniyoshi Obara, an educator 
who had his own publisher, made and sold three different sizes of reproductions by using the Viennese colored 
version in 1930.　The process of popularizing the picture is that of apotheosizing Pestalozzi in Japan. The 
educators accepted Pestalozzi as their ideal with the icon of “Pestalozzi and Orphans in Stans.”


































































































































　　Gemalt von Konrad Grob, München
　　PESTALOZZI IN STANS
　　 Mit Genehmigung der öffentlichen Kunstsammlung in 
Basel
　　Deutschen Verlag für Jugend und Volk, Wien I. 



















いたします。（Schulreform, 6. Jahrgang, Heft 3, Leipzig- 
Wien-Prag, Februar 1927, S. 120.）





























































す。価格８シリング。（Die Sozialistische Erziehung, 7. 
































































































































































































































































































































































る。原画の額には Pestalozzi bei den Waisen von Stans
とあり，これが正式名称といえるが，ウィーン版複
製画の場合のように Pestalozzi in Stansと呼ばれるこ
ともある。またフランス語文献では Pestalozzi et le 
orphelins de Stansと紹介されている。この絵のほか




























ついては次の文献を参照。Nikolaus Meier, Emilie 
Linder und Jacob Burckhardt: Stiften und Sammeln für 
die Öffentliche Kunstsammlung Basel, Schwabe & Co. 
AG, Basel/Muttenz, 1997. Mariuccia Spenger, “Grob, 
Konrad,” Schweizerisches Institut für Kunstwissenschaft 
Zürich und Lausanne (hrg.), Biografisches Lexikon der 
Schweizer Kunst unter Einschluss des Fürstentums 
Liechternstein, Verlag Neue Zürcher Zeitung, 1998. 
Franz Zelger, Heldenstreit und Heldentod: Schweizeri-
sche Historienmalerei in 19. Jahrhundert, Atlantis Verlag 
Zürich und Freiburg im Breisgau, 1973.
５）購入年と資金については，Meier, S. 134. また，ビ
ルマン基金については，Meier, Ss. 64-65.
６）Theodor Curti, Geschichte der Schweiz im XIX. 









10）とりわけ，J & V社発行の Die Quelle に多くの関
連記事が載っている。
11）ウィーン新教育運動の評価については，丸山恭司
「オーストリア学校改革期のウィトゲンシュタイン」
中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第39巻第１
部，1993年。また次のものを参照。手塚甫「オットー・
グレッケル――オーストリアにおける教育改革の試
み」，朝日ジャーナル編集部『光芒の1920年代』朝
日新聞社，1983年。田口晃「赤いウィーンと精神分
析」，長谷川晃編『市民的秩序のゆくえ』北海道大
学図書刊行会，1999年。須藤博忠『オーストリアの
歴史と社会民主主義』信山社，1995年。
12）『学園日記』第８号（1930年３月），45頁（『独逸
だより』，61頁に再録）。
13）以下は，長田「グローブ筆『スタンツのペスタロッ
チー』を訪ねて」を参照した。引用箇所は『学園日
記』第８号からのものである（『独逸だより』とは
若干の違いがある）。
14）『学園日記』第８号，38頁。
15）巻末全面広告は小原が自ら編集に係わった雑誌，
成城学園編『教育問題研究』にも三度掲載されてい
る（第44・45・46号（1930年３・４・５月））。
16）『学園日記』第８号，47頁。
17）小原國芳「遺跡巡りの思ひ出」『全人』第８巻第
２号（1939年２月），59頁。
18）ただし，講堂用大版は値段据え置きであるがサイ
ズが大きくなっているし，書斎用の中小版は値段が
丸山　恭司
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グローブ画「ペスタロッチーとシュタンツの孤児」の複製と伝播について
―あるいは，教育運動における視覚メディアの役割―
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安くなりサイズが多少大きくなっている。また，送
料は自己負担に変更されている。
19）福島，48頁。
20）『学園日記』第８号，46頁。
21）中野光「日本の教師とペスタロッチ （ーⅡ）」『人
間教育の探究』第14号，2001年，７頁。
22）広島市公文書館は，この十枚のほかにもペスタ
ロッチー関連の絵はがきを所蔵している。そのなか
には，イデア書院が作成した「スタンツの孤児」も
含まれている。
23）たとえば，「ペスタロッチ記念号」として編まれ
た『教育時報』第５号（大阪府教育会，1927年２月）
の口絵には，田中篤朝による「シュタンツの孤児」
の模写が載せられている。また，池田宣政『偉人ペ
スタロッチ』（大日本雄弁会講談社，1941年）には
明らかに「シュタンツの孤児」をモチーフとした梁川
剛一の絵が口絵となっている。最近のものでは，次
の文献・雑誌の表紙にこの絵が使われている。山﨑
高哉編『応答する教育哲学』ナカニシヤ出版，2003
年。尚志会誌第７号2003年，第８号2004年。
24）文部省『小学校社会科学習指導法』中等学校教科
書株式会社，1950年。文部省『小学校学習指導要領
社会科編（試案）』日本書籍株式会社，1951年。
中野は後者について語るなかで，表紙の提案は文部
省初等中等教育局で上田薫とともに指導要領の編纂
にあたった長坂端午の提案によるものとしている
（中野，12頁）。
25）『全人』第８巻第２号，11頁。
